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NEWS&FLASH ニュース&フラッシュNEWS&FLASH

▲髙木正貴さん（左）、佐藤知事（中）、純子さん（右）▲長谷川選手、日本一のガッツポーズ
　

第
５１
回
福
島
県
農
業
賞

（
新
規
就
農
部
門
）
を
、

髙
木
正
貴
さ
ん
・
純
子
さ

ん
夫
妻
（
坂
田
）
が
受
賞

さ
れ
、
表
彰
式
が
９
月
８

日
、杉
妻
会
館
（
福
島
市
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
佐
藤
雄

平
福
島
県
知
事
か
ら
受
賞

者
一
人
一
人
に
、
賞
状
と

記
念
の
盾
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

髙
木
さ
ん
夫
妻
は
、
福

　

只
見
町
出
身
の
「
長
谷

川
進
野
さ
ん
」
が
所
属
す

る
東
芝
チ
ー
ム（
川
崎
市
）

が
、
第
８１
回
都
市
対
抗
野

球
で
全
国
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

東
芝
の
優
勝
は
３
年
ぶ

り
、
決
勝
戦
は
９
月
７
日

に
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ

れ
、
Ｊ
Ｒ
九
州
（
北
九
州

市
）
と
対
戦
、
２
対
０
で

勝
利
し
ま
し
た
。

　

長
谷
川
選
手
は
、
平
成

１９
年
の
秋
に
膝
の
靭
帯
を

痛
め
る
大
け
が
を
し
、
翌

年
３
月
に
手
術
、
リ
ハ
ビ

島
県
で
の
就
農
を
決
意
さ
れ
平
成

１６
年
４
月
に
、
家
族
４
人
で
只
見

町
に
移
住
、
ト
マ
ト
栽
培
の
研
修

を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
は
、

生
産
技
術
の
習
得
と
向
上
に
努
め

ら
れ
、
平
成
１８
年
に
南
郷
ト
マ
ト

生
産
組
合
新
人
賞
に
輝
く
な
ど
、

産
地
を
リ
ー
ド
す
る
優
良
栽
培
者

と
し
て
働
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
髙

木
さ
ん
夫
妻
は
、「
安
全
で
お
い

し
い
ト
マ
ト
を
消
費
者
に
届
け
た

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

リ
を
乗
り
越
え
平
成
２１
年
１
月
か

ら
東
芝
で
プ
レ
ー
し
、
今
回
の
優

勝
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。
長
谷
川

選
手
は
、
東
芝
へ
の
移
籍
前
に
三

菱
ふ
そ
う
川
崎
チ
ー
ム
に
も
５
年

間
所
属
、
そ
の
間
に
も
全
国
制
覇

を
経
験
し
て
い
ま
す
。電
話
で「
移

籍
し
た
チ
ー
ム
で
も
優
勝
で
き
て

嬉
し
い
。
秋
の
大
会
も
優
勝
目
指

し
頑
張
り
た
い
」
と
力
強
く
話
す

長
谷
川
選
手
、
今
後
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
の
只
見
町
出
身
者

の
活
躍
は
、
町
民
に
夢
や
希
望
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。長
谷
川
選
手
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

第51回福島県農業賞・新規就農部門けが克服し都市対抗野球で日本一

髙木正貴さん・純子さん（坂田）受賞只見町出身・長谷川進野選手（29）
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平
成
２２
年
度
只
見
町
敬
老
会
が
只

見
・
朝
日
・
明
和
の
各
地
区
セ
ン
タ
ー

で
、
９
月
１２
日
に
開
か
れ
、
今
年
度

内
の
満
７５
歳
以
上
の
方
々
が
、
只
見

地
区
で
１
５
８
名
、
朝
日
地
区
で

１
９
６
名
、
明
和
地
区
で
２
０
５
名

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２２
年
９
月
１
日
現
在
で
の
福

島
県
の
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
占
め

る
６５
歳
以
上
の
人
口
の
割
合
）
は

２４
・
９
％
で
、
同
時
期
の
只
見
町
の

高
齢
化
率
は
４１
・
４
％
で
あ
り
、
県

内
で
４
番
目
に
高
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
町
内
に
は
満
百
歳
以
上
の
方
が

4
名
お
ら
れ
、
長
寿
の
町
と
な
っ
て

い
ま
す
。

只
見
地
区
の
敬
老
会
で
は
、
目
黒

町
長
が
「
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
地

域
活
動
に
活
か
さ
れ
、
今
後
も
町
の

発
展
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
生
き
が
い
が
持
て
る
よ
う

高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て
、
酒
井
右

一
町
議
会
副
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、

只
見
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

会
長
の
鈴
木
慎
介
さ
ん
が
「
自
己
管

理
に
努
め
、
事
故
な
ど
に
遭
わ
な
い

よ
う
注
意
し
長
生
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
続
き
、
只
見
保

育
所
年
長
組
の
５
名
が
お
遊
戯
を
披

露
、
さ
ら
に
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
華
麗
な
舞
踊
な
ど
が
行
わ
れ
、
会

場
内
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
に
つ
つ

ま
れ
ま
し
た
。
温
か
い
心
が
こ
も
っ

た
す
ば
ら
し
い
敬
老
会
で
し
た
。
皆

さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。

県
民
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

県
政
に
活
か
す
こ
と
、
そ
し
て

県
政
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
知
事
と
語
ろ
う
・
さ
わ
や
か

ト
ー
ク
」
が
、
９
月
２６
日
に
下

郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
下
郷

町
）
で
開
か
れ
、
只
見
町
か
ら

酒
井
治
子
さ
ん
（
只
見
）
が
懇

談
者
と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し

た
。は

じ
め
に
、
佐
藤
雄
平
福
島

県
知
事
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

「
南
会
津
に
は
豊
か
な
自
然
、

公
園
、
文
化
財
産
が
あ
る
。
そ

れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
地
域
の

発
展
を
目
指
し
た
い
」
と
話
さ

れ
、
懇
談
者
６
名
が
佐
藤
知
事

を
囲
ん
で
の
懇
談
に
入
り
ま
し

た
。懇

談
で
は
酒
井
治
子
さ
ん
が

２０
～
３０
歳
代
の
お
母
さ
ん
が
働

き
に
出
れ
る
環
境
や
場
所
の
確

保
が
必
要
、
観
光
関
連
で
も
働

き
場
の
提
供
が
で
き
れ
ば
い
い

と
思
う
。
と
考
え
を
述
べ
、
佐

▲佐藤知事と記念撮影

▲敬老を祝い乾杯（只見地区センター）

▲楽しく過ごす出席者（明和地区）

藤
知
事
は
女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い

て
は
県
民
会
議
で
も
協
議
し
て
い

る
。
女
性
が
社
会
に
出
る
環
境
を
地

域
ぐ
る
み
で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
。
ま
た
、
地
域
の
カ
ラ
ー
を
観

光
で
出
し
、
着
地
型
観
光
に
結
び
付

け
て
ほ
し
い
。
と
話
し
ま
し
た
。

出
席
者
全
員
の
質
問
や
意
見
に
対

し
回
答
さ
れ
た
あ
と
、
フ
リ
ー
ト
ー

ク
が
行
わ
れ
懇
談
が
終
了
し
ま
し

た
。
最
後
に
佐
藤
知
事
は
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
、
情
報

を
私
た
ち
に
つ
な
い
で
い
た
だ
き
な

が
ら
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２２
年
度
只
見
町
敬
老
会

楽
し
く
笑
っ
て
元
気
に
長
生
き
！

移
動
知
事
室
「
知
事
と
語
ろ
う
・
さ
わ
や
か
ト
ー
ク
」

南
会
津
地
域
の
発
展
願
い
意
見
交
換

ニュース&フラッシュ

さわやかトークに参加して
初めて参加して、知事と直接お会いし

て話すことができ、とても緊張しました
が、貴重な経験をさせていただきました。
私自身は、自分の故郷で暮らしながら、
仕事と子育てをして暮らしていける只見
町の良さ、そして仕事として関わってい
る観光まちづくりについて知事にお話し
しました。福島県でも、地域の子供たち
の一時保育に地元のおじいちゃん、おば

あちゃんが積極的に子育てに協力できるしくみづくりに取り組
みたいと考えていること、また平成24年度には福島県の観光
ＰＲに関する大型キャンペーンが始まるということで、今後の
観光に向けたお話を聞くことができました。南会津の各地域で
様々な分野で地域を元気にしようと活躍されている方の話や課
題なども聞け、只見町だけでなく、南会津全体でまちづくりを
すすめていく大切さも改めて感じました。

酒井治子さん
（只見）
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▲高校時代の思い出を話す大竹隆二さん

只
見
高
等
学
校
振
興
対
策
懇
談
会

高
校
の
充
実
と
存
続
に
つ
い
て
意
見
交
換

福
島
県
芸
術
文
化
団
体
連
合
会
な

ど
が
主
催
し
、
９
月
５
日
に
會
津
風

雅
堂
（
会
津
若
松
市
）
で
開
か
れ
た

福
島
県
芸
術
祭
に
只
見
町
か
ら
小
林

早
乙
女
保
存
会
（
堀
金
俊
彦
会
長
）

が
出
演
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
県
内
最
大
級
の
芸

術
文
化
の
祭
典
で
９
月
か
ら
１１
月
に

わ
た
り
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
開
幕
行

事
と
し
て
県
の
伝
統
文
化
団
体
に
よ

る
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
小
林
早

乙
女
保
存
会
は
じ
め
、
会
津
の
各
地

域
か
ら
７
団
体
が
出
演
、
踊
り
や
獅

子
舞
、
民
謡
な
ど
で
、
県
内
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
観
客
を
、
地
域
に
伝
わ

る
独
特
の
芸
能
の
世
界
へ
と
引
き
込

ん
で
い
ま
し
た
。

只
見
高
校
の
様
子
や
支
援
体
制
な

ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
高
等
学
校
へ
の
進
学
を
控
え
る

中
学
３
年
生
の
保
護
者
な
ど
関
係
者

約
５０
名
が
出
席
し
、
只
見
高
等
学
校

振
興
対
策
懇
談
会
が
、
９
月
１４
日
に

朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。は

じ
め
に
振
興
対
策
会
議
会
長
の

目
黒
町
長
よ
り
「
進
路
に
つ
い
て
情

報
交
換
い
た
だ
き
、
ま
た
只
見
高
校

に
つ
い
て
の
理
解
が
高
ま
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
鈴
木
健
司
只
見
高
等
学
校
校

長
か
ら
は
「
近
隣
の
中
学
生
が
只
見

に
向
い
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

只
見
中
学
校
の
生
徒
も
多
く
入
学
い

た
だ
き
、
成
果
や
実
績
を
残
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

只
見
高
校
の
卒
業
生
と
部
活
動
指

導
者
か
ら
の
発
表
で
は
、
平
成
２１
年

度
卒
業
の
大
竹
隆
二
さ
ん
（
布
沢
）

が
「
学
校
生
活
で
は
人
間
関
係
や
人

と
の
つ
な
が
り
が
一
番
大
切
。先
生
、

生
徒
、
全
員
が
友
達
と
い
う
こ
と
が

す
ば
ら
し
い
学
校
。
こ
の
学
校
で
で

き
た
友
達
は
大
切
な
宝
物
。
只
見
高

校
を
卒
業
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
時
お
り
笑
顔
を
見
せ
話
し
ま

し
た
。
最
後
に
、
懇
談
が
行
わ
れ
、

出
席
者
と
先
生
と
の
情
報
交
換
も
深

ま
り
、
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま

し
た
。

福
島
県
芸
術
祭
に
小
林
早
乙
女
保
存
会
が
出
演

響
け
輝
け
世
代
を
こ
え
て
！

NEWS&FLASHNEWS&FLASH

只見町名誉町民で
書家の皆川雅舟（政
一郎）さん（郡山市）
が「自然首都・只見
応援基金」に１００万円
を寄附されました。

寄附金は皆川さん
の長女、恭舟（恭子）

さんが９月６日に役場本庁を訪れ、町長室で目黒町
長に手渡されました。

町からも、このご厚意に敬意と感謝の気持ちを
込め、９月１１日に行われた皆川さんの胸像除幕式の
席上で恭舟さんに感謝状を贈呈しました。

いただいたご寄附は、有効に活用させていただ
きます。ありがとうございました。

皆川雅舟（政一郎）さんが
「自然首都・只見応援基金」に寄附

故郷の只見に胸像建つ

皆川雅舟（政一郎）さん
の胸像除幕式

只
見
町
名
誉
町
民
で
墨
雅

書
道
会
代
表
、
郡
山
市
在
住

の
書
家
「
皆
川
雅
舟
（
政
一

郎
）さ
ん（
８７
）」の
胸
像
が
、

故
郷
の
田
子
倉
地
内
に
あ
る

若
宮
八
幡
宮
境
内
に
建
立
さ

れ
、
９
月
１１
日
に
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
田

子
倉
湖
を
見
渡
せ
る
位
置
に

と
い
う
皆
川
さ
ん
の
希
望
に

よ
り
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

皆
川
さ
ん
が
地
域
文
化
功

労
賞
（
国
）
や
文
化
功
労
賞

（
県
）
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
墨
雅
書

道
会
会
員
の
方
な
ど
の
寄
附
で
胸
像

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

除
幕
式
に
は
実
行
委
員
長
の
山
田

鳳
仙
さ
ん
や
墨
雅
書
道
会
会
長
で
長

女
の
恭
舟
（
恭
子
）
さ
ん
、目
黒
町
長
、

五
十
嵐
拓
町
議
会
議
長
、
墨
雅
書
道

会
会
員
の
方
な
ど
が
出
席
、
胸
像
を

除
幕
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
皆
川
さ
ん
か
ら
只
見
町

に
、
次
世
代
の
育
成
に
と
多
大
な
ご

寄
附
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
目

黒
町
長
が
恭
舟
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

▲寄附金を手渡す恭舟さん（左）

▲胸像の完成を喜ぶ恭舟さん（中央）

▲小林早乙女保存会の踊り


